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大阪高速鉄道株式会社 

 
 大阪モノレール非常時救出訓練の実施について
 

大阪モノレール（大阪高速鉄道㈱）では、駅間における列車の運行不能時等に備え、

沿線消防（箕面市消防）と合同による非常時訓練を実施いたします。 

この訓練では、万が一の非常時に正しい判断と機敏な行動がとれるよう、救援列車

による救出訓練【前後救出（前方救出・後方救出）】と消防梯子車による地上への救出

訓練【レスキュー救出】、車両搭載の緩降機による地上への救出訓練【降下救出】を下

記のとおり実施いたします。 

 

記 

 

１．日 時  

  ２００７年（平成１９年）２月２１日（水） １０時３０分～１２時００分 

   ※雨天時、箕面市消防本部によるレスキュー救出・降下救出訓練は中止 

 

２．場 所 

  箕面市彩都粟生南１－１７－２３付近 支柱番号Ｐ２６７付近 

  （大阪モノレール彩都線 彩都西駅～豊川駅間） ※別紙、位置図参照 

   

３．訓練参加者 

  大阪高速鉄道株式会社 

  大阪府 

  箕面市消防本部 

  大阪府箕面警察署 

  沿線各市関係団体 

 

４．訓練想定 

  落雷等による列車停止などの事故から運行不能列車に対する救援と変電所故障による停電を

想定し訓練を実施 

 



５．訓練内容 

  １０時３０分 救援列車による救出訓練【前後救出（前方救出、後方救出）】 

         運行不能列車を、後続の列車（救援列車）により後方救出 

         （内容）運行不能となった列車に後続の健全な列車（救援列車）を連結し、

お客様を健全な列車（救援列車）に収容し救出訓練 

  １１時００分 箕面市消防の消防梯子車による地上への救出訓練【レスキュー救出】・車両搭 

載の緩降機による地上への救出訓練【降下救出】 

（内容）運行不能列車から消防梯子車を利用しての地上への救出 

    車両搭載の緩降機を利用しての地上への救出 

 

６．会社の概況 

① 所 在 地  豊中市新千里東町１丁目１番５号 

② 代 表 者  取締役社長 早 川 克 典 

③ 資 本 金  145 億 3800 万円 

④ 営業区間（キロ程）等 

   営業区間 本 線 大 阪 空 港～門 真 市 間 （２１．２km） 

        彩都線 万博記念公園～阪大病院前 間 （ ２．６km） 

                           計（２３．８km） 

平成１９年３月１９日延伸開業予定区間 

       彩都線 阪大病院前～彩 都 西 間 （ ４．２km） 

 

７．路 線 図 

 

 

以上 
【ニュースリリース配付先】 大阪府政記者会、青灯クラブ、沿線市関連記者クラブ（豊中記者クラブ、
吹田記者クラブ、高槻記者クラブ、枚方記者クラブ） 



別紙：大阪モノレール非常時訓練実施場所位置図 

 
 


